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わ
が
国
に
お
け
る
戦
後
の
高
速
道
路
建
設

の
一
つ
の
契
機
は
、1
9
5
6
年
8
月
の
ワ

ト
キ
ン
ス
調
査
団
に
お
け
る「
名
古
屋
・
神

戸
高
速
道
路
調
査
報
告
書
」で
あ
る
。同
報

告
書
の「
調
査
結
果
と
勧
告
」の
冒
頭
に
記

さ
れ
た「
日
本
の
道
路
は
信
じ
が
た
い
程
に

悪
い
。
工
業
国
に
し
て
、こ
れ
程
完
全
に
そ

の
道
路
網
を
無
視
し
て
き
た
国
は
、日
本
の

他
に
な
い
。」は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
る
。

そ
の
後
、
世
界
銀
行
第
1
次
借
款
を
経
て
、

1
9
6
3
年
に
わ
が
国
で
初
め
て
の
高
速
道

路
と
し
て
、名
神
高
速
道
路 

尼
崎
I
C
─
栗

東
I
C（
約
71
㎞
）が
供
用
し
た
。1
9
6
6

年
に
は
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
が

制
定
さ
れ
、予
定
路
線
7
6
0
0
㎞
が
決
定
、

1
9
8
7
年
に
は
高
規
格
幹
線
道
路
網
と
し

て
約
1
万
4
0
0
0
㎞
の
計
画
延
長
と
な
っ

た
。
現
在
は
、
1
万
1
0
0
0
㎞（
約
8
割
）

を
超
え
る
進し
ん
ち
ょ
く捗率

で
あ
り
、高
規
格
幹
線
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
は
、着
々
と
延
長

を
延
ば
し
て
き
た
。
ま
た
、
車
線
拡
幅
や
付

加
車
線
の
設
置
な
ど
渋
滞
対
策
も
行
わ
れ
て

い
る
。一
般
道
も
含
め
る
と
、「
第
４
次
社
会

資
本
整
備
重
点
計
画（
2
0
1
5
年
９
月
閣

議
決
定
）」に
お
い
て
、2
0
2
0
年
度
ま
で

の
計
画
が
公
表
さ
れ
た
。厳
し
い
財
政
制
約

の
下
、社
会
資
本
の
ス
ト
ッ
ク
効
果
が
最
大

限
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、集
約
・
再
編
を
含

め
た
戦
略
的
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、既
存
施
設
の

有
効
活
用（
賢
く
使
う
取
組
）に
重
点
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、社
会
資
本
整
備
の
目

的
・
役
割
に
応
じ
て
、「
安
全
安
心
イ
ン
フ

ラ
」、「
生
活
イ
ン
フ
ラ
」、「
成
長
イ
ン
フ
ラ
」

に
つ
い
て
、選
択
と
集
中
の
徹
底
を
図
る
こ

と
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
道
路
そ
の
も
の
や
、
道
路
を
取
り

巻
く
環
境
が
変
化
し
て
き
て
い
る
。上
記
の

通
り
、計
画
さ
れ
て
い
る
高
規
格
幹
線
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
遠
く
な
い
未
来
に
完
成
予

定
で
あ
り
、
近
年
を
み
て
も
2
0
1
7
年
2

月
に
圏
央
道（
境
古
河
I
C
─
つ
く
ば
中
央

I
C
）、2
0
1
8
年
3
月
に
新
名
神（
川

西
I
C
─
神
戸
J
C
T
）、同
年
6
月
に
東

京
外
環
道（
千
葉
区
間
）な
ど
多
く
の
高
速

道
路
が
供
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
人
口
に
つ

い
て
、
総
務
省
の
発
表
に
よ
れ
ば
2
0
1
7

年
10
月
時
点
で
は
総
人
口
が
7
年
連
続
で

減
少
、減
少
幅
も
7
年
連
続
で
拡
大
し
て
お

り
、国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

2
0
1
7
年
推
計
で
は
今
後
も
人
口
が
減

少
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
人
口
の

減
少
に
伴
い
、自
動
車
保
有
台
数
や
運
転
免

許
保
有
者
数
も
変
化
し
、将
来
の
交
通
量
は

減
少
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。高
齢
化
も

進
ん
で
お
り
、2
0
1
7
年
10
月
時
点
に
お

け
る
65
歳
以
上
人
口
は
約
3
5
1
5
万
人
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で
、割
合
は
27
・
7
%
と
過
去
最
高
と
な
っ

て
い
る
。
超
高
齢
社
会
で
あ
り
、
今
後
は
高

齢
化
率
が
さ
ら
に
増
加
す
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。
車
両
に
目
を
向
け
る
と
、
自
動
車

が
運
転
を
支
援
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

A
S
V（
先
進
安
全
自
動
車
）と
し
て
、衝
突

被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
、車
線
逸
脱
警
報
装
置
、

車
間
距
離
制
御
装
置（
A
C
C
）等
が
、い
く

つ
か
の
車
両
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。自
動
運

転
は
、
実
道
で
の
実
験
段
階
に
あ
り
、こ
の

動
向
も
見
逃
せ
な
い
。若
者
の
自
動
車
離
れ

や
、シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
指
向（
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
の
普
及
）、I
C
T
の
進
展
な
ど
、社
会

も
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
道
路
そ
の
も
の
や
、
道
路

環
境
が
変
化
す
る
な
か
で
、
依
然
、
高
速
道

路
、一
般
道
に
か
か
わ
ら
ず
渋
滞
や
交
通
事

故
、環
境
の
問
題
が
存
在
す
る
。ま
た
、諸
外

国
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
多
い
暫
定
2
車
線
の

高
速
道
路
や
、道
路
・
交
通
運
用
上
の
問
題
、

財
源
の
問
題
も
あ
る
。未
来
の
道
路
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。現
状
の
問
題

が
そ
の
ま
ま
残
る
の
か
、も
し
く
は
現
状
の

課
題
が
解
決
さ
れ
、新
た
な
課
題
に
頭
を
抱

え
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。本
特
集
は
、短
中
長

期
を
問
わ
ず
、さ
ま
ざ
ま
な
側
面
か
ら
、
未

来
の
道
路
を
想
像
す
る
こ
と
で
、イ
ン
フ
ラ

と
し
て
の
価
値
を
改
め
て
認
識
す
る
機
会
に

す
る
と
と
も
に
、変
化
し
て
い
く
未
来
に
向

け
て
の
思
考
を
確
認
す
る
も
の
と
し
た
い
。

　

本
特
集
は
、大
き
く
三
つ
の
記
事
で
構
成

し
た
。一
つ
め
は
、概
説
と
し
て「
道
路
交
通

の
未
来
」と
、「
ク
ル
マ
の
未
来
」を
テ
ー
マ

と
し
、以
降
の
記
事
の
前
提
条
件
と
な
る
未

来
の
社
会
的
変
化
や
技
術
の
進
展
を
概
説
し

て
い
た
だ
い
た
。
二
つ
め
は
、
座
談
会
と
し

て「
未
来
の
道
路
交
通
を
描
く 

─
新
た
な
交

通
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
─
」を
テ
ー
マ

に
、未
来
の
課
題
を
中
心
に
語
っ
て
い
た
だ

い
た
。三
つ
め
は
、事
例
で
あ
る
。前
半
は
、

「
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
未
来
」、「
国

土
・
地
域
・
ま
ち
づ
く
り
の
鍵
と
な
る
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
機
能
的
階
層
化
」、「
都
市

を
形
成
す
る「
み
ち
」
が
有
す
べ
き
機
能
と

は
」を
テ
ー
マ
に
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
道
路
機

能
の
役
割
や
課
題
を
再
認
識
で
き
る
よ
う
に

し
た
。後
半
は
、「
未
来
の
道
路
物
流
交
通
は

こ
う
変
わ
る
」、「
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー

ビ
ス
の
現
状
と
今
後
」、「
情
報
提
供
の
多
様

化
：
首
都
高
速
道
路
に
お
け
る
交
通
情
報
提

供
サ
ー
ビ
ス
」
を
テ
ー
マ
に
、
道
路
の
利
活

用
事
例
を
整
理
し
た
。
掲
載
し
た
記
事
は
、

い
ず
れ
も
道
路
の
未
来
に
つ
い
て
語
っ
て
い

る
。道
路
交
通
へ
の
理
解
が
深
ま
る
と
と
も

に
、未
来
を
想
像
す
る
こ
と
で
楽
し
い
思
い

に
な
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
幸
い
で
あ
る
。

写真１
薩埵峠からみる東名高速道路と国道１号
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